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	[bookmark: _GoBack]パスコは、飯舘村復興対策課（以下、「飯舘村」という。）と、平成30年度ふくしま森林再生事業年度別事業実施計画作成業務委託（以下、「本業務」という。）に関する第6回打合せを実施した。

【議題】
1) 年度別計画関係
2) 今後のスケジュール確認

【打合せ内容】
1) 年度別計画関係
· 現地測量は60.1ha完了。うち、45.1ha分は取りまとめ中である。
· 96番地について、地目は山林ではないが、森林計画図のズレと考え、施行可能ならば対象とする。
· 14林班で施業可能な箇所については、全て測量、林分調査、空間放射線量率測定が完了した（96番地を除く）。13林班は5,6地番の村有林については測量、林分調査、空間放射線量率測定が完了。その他の範囲については、地形が急峻であるため、実施しない方針とした。
· 日本製紙の林分は、作業道の線形測量（1.3km）が完了した。
· 保安林の間伐率については、県の方で確認、連絡をいただくものとする。
· ザツの間伐は胸高直径8cm以上を対象とし、4,6cmは対象外とする。
· 現時点で残り約20haだが、13、14林班ではこれ以上、増やすことはできないと思われるため、次の場所について県と村で検討、森林組合は現地の状況について助言する。
· 13林班について、14林班と同様に地番毎に森林や地形の状況を取りまとめる。
· パスコは13、14林班について傾斜区分の集計を行い、提出する（傾斜補正による設計変更の資料として）。
· パスコは樹皮の放射線調査の結果を村へ報告する。
· 同意取得遅れなどに伴う、測量作業の遅延に伴い、本業務の工期を延伸することを確認した。
· 次回工程会議は4/18　14時からとする。

以上

	· 雑木の施業は、本数で4割以上伐採する必要がある。実際には6割以上が多い。
· 配布資料図面の14林班96番の林分の地目を村は確認する。「田」の場合は対象に含めることができない。
· 作業道の計画は日本製紙の林分を対象に検討する。国有林に入らずに作業道を入れれるか現地確認する。
· 線形測量が計画の8.9kmに達しない場合は、他の項目に作業量を割り振る必要がある。
· 13林班は14林班の面積の積み上げを確認しながら測量に入っていく予定である。配布資料図面の13林班5番は村有林なので、5番・6番のスギを対象としていきたいが、現地状況を考慮して検討する。
· 13林班の同意取得状況は14人中10人を取得済みである。
· 14林班で対象外とした林分について、その理由を協議書として森林組合から村へ報告する必要がある。森林組合の菅野氏から事前に森林所有者へ報告済みである。
· 14林班の測量と標準地調査は2月末を目標としている。
· 振興公社には測量班を追加できる体制があるので、森林組合は測量機械を追加できないか検討する。

2) 今後のスケジュール確認
· 次回会議は3月7日（木）14：00～とする。
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